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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月18日(2014.7.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置において、
　副搬送波のセットにおいてユーザ装置（ＵＥ）における複数のアンテナから送信される
、シグナリングチャネル上のメッセージを受信するようにと、前記受信したメッセージに
基づいて、前記ＵＥにおける前記複数のアンテナに関するチャネル推定を導出するように
構成されているプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されているメモリとを具備し、
　前記副搬送波のセットは、システム帯域幅にわたって分散されている少なくとも２つの
時間周波数ブロックに属し、前記少なくとも２つの時間周波数ブロックは、異なる時間イ
ンターバルで前記システム帯域幅にわたってホップし、前記メッセージはアップリンクリ
ソースについてのリクエストであり、前記プロセッサは、時間インターバルで前記複数の
アンテナから同時に前記メッセージを受信するように構成されている装置。
【請求項２】
　前記副搬送波のセットは、複数のデータ副搬送波と複数のパイロット副搬送波とを含み
、前記プロセッサは、前記複数のパイロット副搬送波においてパイロットシンボルを受信
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するようにと、前記受信したパイロットシンボルに基づいて第１のチャネル推定を導出す
るようにと、前記複数のデータ副搬送波においてデータシンボルを受信するようにと、前
記第１のチャネル推定に基づいて、前記受信したデータシンボルを復調するように構成さ
れている請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記プロセッサは、前記受信したメッセージに関するデータシンボルを再構築するよう
にと、前記再構築したデータシンボルと前記受信したデータシンボルとに基づいて、第２
のチャネル推定を導出するようにと、前記第１及び第２のチャネル推定に基づいて、前記
ＵＥにおける前記複数のアンテナに関する前記チャネル推定を導出するように構成されて
いる請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記プロセッサは、複数のＵＥにおける複数のアンテナに関するチャネル推定を導出す
るようにと、前記複数のＵＥにおける前記複数のアンテナに関する前記チャネル推定に基
づいて、共有時間周波数リソース上での同時送信のために、前記複数のＵＥの中から少な
くとも２つのＵＥを選択するように構成されている請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記プロセッサは、前記ＵＥにおける前記複数のアンテナに関する前記チャネル推定に
基づいて、複数の副帯域の中から前記ＵＥに関する副帯域を選択するようにと、前記選択
した副帯域中の時間周波数リソースを、アップリンク上でのデータ送信のために前記ＵＥ
に割り当てるように構成されている請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記プロセッサは、前記受信したメッセージと前記チャネル推定とに基づいて、信号対
ノイズ比率（ＳＮＲ）を推定するようにと、前記推定したＳＮＲに基づいて、前記ＵＥに
よるアップリンク送信に関する少なくとも１つのレートを選択するように構成されている
請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　方法において、
　副搬送波のセットにおいてユーザ装置（ＵＥ）における複数のアンテナから送信される
シグナリングチャネル上でメッセージを受信することと、
　前記受信したメッセージに基づいて、前記ＵＥにおける前記複数のアンテナに関するチ
ャネル推定を導出することとを含み、
　前記副搬送波のセットは、システム帯域幅にわたって分散されている少なくとも２つの
時間周波数ブロックに属し、前記少なくとも２つの時間周波数ブロックは、異なる時間イ
ンターバルで前記システム帯域幅にわたってホップし、前記メッセージはアップリンクリ
ソースについてのリクエストであり、前記受信することは、時間インターバルで前記複数
のアンテナから同時に前記メッセージを受信するように構成されている方法。
【請求項８】
　前記副搬送波のセット中のパイロット副搬送波においてパイロットシンボルを受信する
ことと、
　前記受信したパイロットシンボルに基づいて、第１のチャネル推定を導出することと、
　前記副搬送波のセット中のデータ副搬送波においてデータシンボルを受信することと、
　前記第１のチャネル推定に基づいて、前記受信したデータシンボルを復調することとを
さらに含む請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＵＥにおける前記複数のアンテナに関する前記チャネル推定を導出することは、
　前記受信したデータシンボルと、前記受信したメッセージに関して再構築されたデータ
シンボルとに基づいて、第２のチャネル推定を導出することと、
　前記第１及び第２のチャネル推定に基づいて、前記ＵＥにおける前記複数のアンテナに
関する前記チャネル推定を導出することとを含む請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
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　複数のＵＥにおける複数のアンテナに関するチャネル推定を導出することと、
　前記複数のＵＥにおける前記複数のアンテナに関する前記チャネル推定に基づいて、共
有時間周波数リソース上での同時送信のために、前記複数のＵＥの中から少なくとも２つ
のＵＥを選択することとをさらに含む請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＵＥにおける前記複数のアンテナに関する前記チャネル推定に基づいて、複数の副
帯域の中から前記ＵＥに関する副帯域を選択することと、
　前記選択された副帯域における時間周波数リソースを、アップリンク上でのデータ送信
のために前記ＵＥに割り当てることとをさらに含む請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記受信したメッセージに基づいて、信号対ノイズ比率（ＳＮＲ）を推定することと、
　前記推定したＳＮＲに基づいて、前記ＵＥによるアップリンク送信に関する少なくとも
１つのレートを選択することとをさらに含む請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　装置において、
　副搬送波のセットにおいてユーザ装置（ＵＥ）における複数のアンテナから送信される
シグナリングチャネル上でメッセージを受信する手段と、
　前記受信したメッセージに基づいて、前記ＵＥにおける前記複数のアンテナに関するチ
ャネル推定を導出する手段とを具備し、
　前記副搬送波のセットは、システム帯域幅にわたって分散されている少なくとも２つの
時間周波数ブロックに属し、前記少なくとも２つの時間周波数ブロックは、異なる時間イ
ンターバルで前記システム帯域幅にわたってホップし、前記メッセージはアップリンクリ
ソースについてのリクエストであり、前記受信する手段は、時間インターバルで前記複数
のアンテナから同時に前記メッセージを受信するように構成されている装置。
【請求項１４】
　複数のＵＥにおける複数のアンテナに関するチャネル推定を導出する手段と、
　前記複数のＵＥにおける前記複数のアンテナに関する前記チャネル推定に基づいて、共
有時間周波数リソース上での同時送信のために、前記複数のＵＥの中から少なくとも２つ
のＵＥを選択する手段とをさらに具備する請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ＵＥにおける前記複数のアンテナに関する前記チャネル推定に基づいて、複数の副
帯域の中から前記ＵＥに関する副帯域を選択する手段と、
　前記選択した副帯域中の時間周波数リソースを、アップリンク上でのデータ送信のため
に前記ＵＥに割り当てる手段とをさらに具備する請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　その上に記憶されている命令を含むプロセッサ読み取り可能な記憶媒体において、
　副搬送波のセットにおいてユーザ装置（ＵＥ）における複数のアンテナから送信される
、シグナリングチャネル上のメッセージを受信するための第１の命令セットと、
　前記受信したメッセージに基づいて、前記ＵＥにおける前記複数のアンテナに関するチ
ャネル推定を導出するための第２の命令セットとを含み、
　前記副搬送波のセットは、システム帯域幅にわたって分散されている少なくとも２つの
時間周波数ブロックに属し、前記少なくとも２つの時間周波数ブロックは、異なる時間イ
ンターバルで前記システム帯域幅にわたってホップし、前記メッセージはアップリンクリ
ソースについてのリクエストであり、前記受信するための命令セットは、時間インターバ
ルで前記複数のアンテナから同時に前記メッセージを受信するように構成されているプロ
セッサ読み取り可能な記憶媒体。
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